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＜連絡事項＞

・特記事項なし。
＜患者様連絡事項＞
・船渡　幸男様、斎藤　光枝様～本日オンラインにて認定調査実施しています。
・出河　攻様～インボイス制度についての用紙が届いておりPSWへ渡しています。
・松田　健様～青山荘宿泊体験利用の為明日の15：00まで外泊となっています。
＜要注目患者様＞
・泉川　ケイ子様～拒食、拒薬なくスタッフ対面時も穏やかさあります。診察時「子供たちが具合い悪がっている。」等の妄想に左右された発言ありますが不機嫌さはありません。
・立花　圭様～日中は比較的穏やかに過ごされ、他者交流も見られていましたが、昼食時「疲れた。ご飯食べない。」「母親なんてどうでもいい。こんな病院にいれて。」「もうどうでもいい。人間関係に疲れた。」「東のBに行きたい。」等の発言聞かれています。傾聴し母親に対し感情失禁見られていましたが14：30頃他者の背後から椅子で叩くことあり介入しています。主治医へ報告し来棟しています。主治医立ち合いのもと、他者へ謝罪することできています。今後のことについて、他者との距離が近く、他者も自分も疲れてしまう為距離をとり、自分からは話し掛けないようにすること、何かあれば自分だけで解決、判断しようとせずスタッフに話してほしいこと伝えています。
・小笠原　美千代様～深夜帯より希死念慮訴え聞かれています。朝食後も幻聴に関する訴えありますが朝食後薬服用し箱作りや新聞紙を折る等し気分転換をしてみると本人より話あり、頓服服用せず経過をみています。希死念慮が強くなってきた場合、療養環境変更も考えていかなければいけないこと、幻聴がひどくなった時にどう対処するか等考えていかなければいけないことを本人へ伝えています。
・民部田　和哉様～16：30階段でスリッパがずれた際、擦って足を切ってしまったと話しあり。左第2趾に2㎝ほどの裂傷あり、主治医報告しています。ファスナート固定指示あり施行しています。又裂傷がやや深い為、歩行時の不可をなるべく軽減する為、レストラン移動はエレベーター使用するよう伝えています。それに伴い、居室を4階から3階へ変更しています。
＜田名部Dr診察＞
・小笠原　美千代様～診察時幻聴がひどいと訴え聞かれています。リスパダールOD(1)が5日分追加処方となっています。
・小豆畑　裕介様～診察時幻聴に関してはなくなってきた、落ち着いてきたと話しています。又独語や放歌等も少なくなってきていることから薬剤変更となっています。ハロペリドール(2)6T→ハロペリドール(1.5)3Tへ減薬となり、他同内容にて7日分処方となっています。
・板橋　利美様～排泄に関して訴えあり、センノシド2T→3Tへ変更となり、他同内容にて7日分処方となっています。
・梅内　とも子様、斎藤　光枝様、成田　早希様～臨時薬変更なし。同内容にて7日分処方となっています。
